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前総⻑ビジョン（在任期間︓2012.04〜2018.03年） 2

⼈が集い、学び、創造する、世界に開かれた知の共同体
学⽣･教員･職員など⼀⼈ひとりが、多様な価値観のもとに

個の能⼒を存分に発揮できる場を創出

グローバル時代を牽引する卓越した
教育･研究を⾏う⼤学へと⾶躍

より⼤きな視点から社会課題解決･
イノベーション創出を先導する⼤学

復興･新⽣の先導ワールドクラスへの⾶躍

社会変⾰のエンジン
Fueling social innovation

多彩な個性･才能を循環
Circulating diverse talents

学際･国際協働の全⾯展開
Interdisciplinary international

collaboration

「百年を超える歴史の中で共有してきた建学の基本理念を礎に⾰新へ」

研究第⼀ 実学尊重⾨⼾開放

世界と社会に開かれ繋がった
新たな時代の総合⼤学 ⾥⾒ 進 前総⻑
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東北⼤学ビジョン２０３０

2030年に向けた東北⼤学の
あるべき姿・ありたい姿を提⽰



東北⼤学ビジョン2030（2018.11.27発表） 4

⼤野 英男 総⻑
2018年4⽉就任



東北⼤学ビジョン2030について 5

 東北⼤学の使命（ミッション）〜 普遍的な指針
• ⼤学の使命 東北⼤学は、⼀世紀以上の歴史を有する総合研究⼤学として、

研究第⼀、⾨⼾開放、実学尊重の理念を掲げて指導的⼈材を育成し、卓越
した研究成果を創出して、平和で公正な⼈類社会の発展に貢献します。

• 伝統校から先導校へ グローバル化の進展や科学技術の加速的進歩により、
前例のない変化に直⾯する現代社会において、東北⼤学は「伝統校」に⽢
んじることなく、「先導校」としての⼤胆な挑戦を⾏って、その建学の
ミッションを⾼い次元で達成することを⽬指します。

 ビジョン策定にあたってのポイント
• ビジョンの位置づけと構成 本ビジョンは、社会・経済・科学技術が地球

規模で連動する世界の将来像を⾒据え、他⼤学にはない独⾃の強みと可能
性を⾒極めたうえで、 2030年に向けた東北⼤学のあるべき姿・ありたい姿
（ビジョン）と、その実現を⽬指した中⻑期の⽅針（重点戦略）、さらに
は、具体的なアクション（主要施策）等を提⽰するものです。

• 指定国⽴⼤学法⼈にふさわしい経営⾰新 本ビジョンは、また、東北⼤学
が2017年6⽉に指定国⽴⼤学法⼈に指定されたことを受け、その先導的役
割にふさわしい経営⾰新を通して、新たな⼤学の姿を⽬指すものです。

• ビジョン策定を通した成⻑ 特に若⼿構成員にとって、世界の変化に⽴ち
向かう⾃らの挑戦について深く考え成⻑する機会と位置づけます。



東北⼤学ビジョン2030の策定の過程 6
４⽉ • 総⻑・プロボスト室員40名を発令︓教員27名（22部局）、事務職員13名

５⽉

• 東北⼤学ビジョン2030策定タスクフォースを発⾜（総勢83名）
（総⻑・プロボスト室員40名+理事・副学⻑10名+副理事・総⻑特別補佐14名+担当事務部13名
+総⻑・プロボスト室スタッフ6名）

• 東北⼤学ビジョン2030策定タスクフォース内に5つのワーキンググループを発⾜︓①教育WG
（18名）、②研究WG（15名）、③産学共創WG（13名）、④社会連携WG（15名）、⑤経営・
機構改⾰WG（26名）

• 各WGにおいて、重点施策シート（課題（検討の必要性）、具体的検討（判断の前提となる事
実）、施策の案（基本⽅針、施策概要、KPI、スケジュール等））を5⽉末までに作成

• 各WGの意識合わせのために、グループ・リーダー会議を開催

６⽉
• 第1回 ⼤野総⻑とWGの意⾒交換を実施︓6/4（⽕）〜6/7（⾦）

各WGより、重点施策シートを説明
• 各WGにおいて、アクションプランシート（具体的なアクションプラン、2030年までの⼯程表、

KPI）を6⽉末までに作成

７⽉
• 第2回 ⼤野総⻑とWGの意⾒交換を実施︓7/19（⽊）〜7/31（⽕）

各WGより、アクションプランシートを説明
• 各WGにおいて、東北⼤学ビジョン2030⾻格案（重点戦略、主要施策）を8⽉末までに作成

８⽉ • 東北⼤学ビジョン2030策定タスクフォースで総合討論を実施︓8/28（⽕）〜8/31（⾦）
各WGより、東北⼤学ビジョン2030⾻格案（重点戦略、主要施策）を説明



東北⼤学ビジョン2030の策定の過程 7

９⽉

• 第3回 ⼤野総⻑とWGの意⾒交換を実施︓全WG同⽇開催
• 9/11（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）を運営企画会議に附議
• 9/18（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）を部局⻑連絡会議・評議会に附議
• 9/18（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）にかかる部局への意⾒照会

18部局より90項⽬の意⾒を受領
（ビジョン全般︓11項⽬、教育WG︓28項⽬、研究WG︓22項⽬、産学共創WG︓9項⽬、社会
連携WG︓7項⽬、経営・機構改⾰WG︓13項⽬）
各WGにおいて、各部局からの意⾒への対応⽅針を10⽉中旬までに検討

• 9/26（⽔）東北⼤学ビジョン2030⾻格案を経営協議会に附議

１０⽉

• 10/9（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）を運営企画会議に附議
• 10/10（⽔）グループ・リーダー会議を実施

各WGより、各部局からのご意⾒への対応⽅針を説明
• 10/16（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）を部局⻑連絡会議・評議会に附議
• 10/22（⽕）東北⼤学ビジョン2030（案）を役員会に附議
• 10/24（⽊）東北⼤学ビジョン 2030（案）にかかるご意⾒への対応について、部局へ報告

11⽉〜
1⽉

• 11/27（⽕）東北⼤学ビジョン2030記者会⾒
• 12/18（⽕）東北⼤学ビジョン2030の冊⼦を公表
• 1/8（⽕）東北⼤学ビジョン2030に関する総括懇談会を実施

2⽉〜

• 改⾰実⾏フェーズに移⾏
• 2/12（⽕）総⻑・プロボスト室内に8つの⼤学改⾰ワーキンググループを発⾜︓WG1国際プレ

ゼンスの抜本的向上、WG2評価分析の体系化、WG3戦略的な⼈事の展開、WG4教員と職員の
⾼度な連携、WG5戦略的ファンドレイジング、WG6ライフ系研究⼒の強化、WG7エクステン
ション教育の戦略的展開、WG8デジタル⾰新の戦略的展開



１１１年の歴史・伝統 〜 いかなる⼤学であったか
「社会とともにある⼤学」としての東北⼤学 8

好循環

社会との
連携

研 究教 育

⺠間および⾃治体等からの
多額の寄附により創設・発展

KS鋼･新KS鋼 ⼋⽊･宇⽥アンテナ

半導体レーザー

垂直磁気記録 コンパクチン

独創的研究成果に基づく
イノベーションの創出

第6代総⻑本多光太郎
「産業は学問の道場なり」

胃がん集団検診 質量分析技術

⿊⽥ チカ 丹下 ウメ 牧⽥ らく

茅 誠司

魯迅 陳 建功 蘇 歩⻘

専⾨学校･師範学校への
⾨⼾開放

⼥⼦学⽣への⾨⼾開放

留学⽣への
⾨⼾開放

松前 重義

世界的に卓越した
基礎研究の推進

仙台は学術研究に最も向いた
都市であり、東北⼤学は恐る
べき競争相⼿
〜アインシュタイン, 1922

建学の理念 「研究第⼀」、「⾨⼾開放」、「実学尊重」を基盤に
教育・研究・社会連携の好循環を実現

⾞の両輪としての教育と研究
卓越した研究を通して、
未来を拓く⼈材を育成

フラッシュメモリ



東北⼤学ビジョン２０３０の構想イメージ
最先端の創造、⼤変⾰への挑戦 9

学⽣の挑戦⼼に応え、創造
⼒を伸ばす教育を展開する
ことにより、⼤変⾰時代の
社会を世界的視野で⼒強く
先導するリーダーを育成

Vision 1

教育

卓越した教育研究を基盤として
社会とともに成⻑する好循環の
確⽴のため、⼤学経営を⾰新

Vision 4
経営⾰新

社会連携産学共創

Vision 2

研究
Vision 3

社会との共創

世界三⼗傑⼤学にふさわしい
総合研究⼤学として、卓越し
た学術研究を通して知を創造
するとともに、新たな学問領
域の開拓とイノベーション創
出を⼒強く推進

社会とともにある⼤学として、
多様なセクターとのパート
ナーシップのもと、新たな社
会価値を創造し、未来を拓く
変⾰を先導

東北⼤学ビジョン２０３０
２０１８年１１⽉２７⽇公表

２０３０年に向けた東北⼤学の
あるべき姿（ビジョン）を提⽰

主要施策数︓12 主要施策数︓12

主要施策数︓12 主要施策数︓９

主要施策数︓21

主要施策数 計︓66
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Vision 1 教育
学⽣の挑戦⼼に応え、創造⼒を伸ばす教育を展開
することにより、⼤変⾰時代の社会を世界的視野
で⼒強く先導するリーダーを育成します

① 「研究第⼀」の理念に⽴脚
〜 教育と研究は両輪

② 学⽣の挑戦⼼を受けとめ伸ばす
〜 学⽣本来のチカラを発揮

③ ディシプリンを横断する
〜 予測不能な世界で活躍

主要施策数︓12



Vision１ 教育関係の実績 11

THE
世界⼤学ランキング

⽇本版

第3位

朝⽇新聞
⼤学ランキング

⾼校からの評価 総合評価

第1位

就職四季報
プラスワン

⽣徒を伸ばしてくれる⼤学

第1位

2006〜2016年まで
11年連続 1位

2017年

⽇経
カレッジカフェ

⼈事が採⽤したい⼤学

第1位
2018年



学⽣の「やる気、挑む⼼」に応える⼊試 12

先進的なＡＯ⼊試

東北⼤学への思いを伝える場
志願理由書、⾯接試験等で、第１志望を確認
基礎学⼒＋α（意欲、適性、好奇⼼など）を総合的に評価

東北⼤学第１志望者のための⼊試機会

ＡＯ⼊試Ⅱ期︓センター試験を利⽤しない
ＡＯ⼊試Ⅲ期︓センター試験を利⽤する
「求める学⼒⽔準」は⼀般⼊試と同じ
⼀般⼊試までを視野に⼊れた計画的な勉強（不合格でも⼀般⼊試で

再チャレンジ可）

学⼒重視のＡＯ⼊試

ＡＯ⼊試３０％を⽬指し拡⼤中
Ｈ３１年度⼊試は全募集⼈員の２３.７％

（５６９⼈）→ ３０％（７２０⼈）
平成３１年度⼊試では法学部がＡＯⅡ期を⽂学部・理学部

がＡＯⅢ期を新たに実施



変⾰期に⽣きる学⽣のための全学教育プログラム 13

「東北⼤学挑創カレッジ」を2019年度より開講
 時代が要請する①グローバルマインドセット、②AI・データスキル、

③アントレプレナーシップを⾝に付けるための実践教育を展開
 学⽣の「挑戦する⼼」に応え、⼤きく伸ばすプログラムを開発

新時代の
実践教育
の展開

AI・データ
スキル

グローバル
マインドセット

アントレプレナー
シップ



オープンでボーダレスなキャンパスにおける国際体験・共修 14

国際感覚の
育成

国際混住型学⽣寄宿舎「ユニバーシティ・
ハウス」の戦略的整備による国際共修の推進

「ユニバーシティ･ハウス⻘葉⼭」の新営
（2018年10⽉⼊居開始、総定員752⼈）
 国内最⼤規模 1,720⼈定員へ

＝ ⽇本⼈ 921⼈ ＋ 外国⼈ 799⼈

協調性と
社交性の涵養

ユニバーシティ･ハウス⻘葉⼭
 総定員752⼈（⽇本⼈376⼈、外国⼈376⼈）
 ⾃然豊かな修学環境と交通利便性
 国際性豊かな⾼度教養⼈として成⻑するための各種

プログラムを実践（産学連携による特別講義など）



世界⼗指に⼊る学問領域の拡⼤
東北⼤学の強みを活かし世界を牽引できる分野

新学問領域への挑戦
今後重要になり⼈類の発展に貢献できる分野

卓越した研究を基盤とした国際共同⼤学院プログラム 15

研究科の枠を超えて東北⼤学の英知を結集
海外有⼒⼤学との強い連携のもと共同教育を実践
参加学⽣の奨学⾦と海外渡航費を⽀援する国際共同学位取得⽀援制度を創設

研究⼒強化
国際研究クラスター

教育改⾰
国際共同⼤学院

プログラム
相乗効果

海外
有⼒⼤学

海外
有⼒⼤学

材料科学
2019〜

スピントロニクス
2015〜

データ科学
2017〜

⽣命科学
2018〜

環境･地球科学
2016〜

宇宙創成物理学
2017〜

災害科学
2019〜

⽇本学
2019〜

機械科学技術
2018〜

海外有⼒⼤学との国際共同⼤学院を４年以内に10以上設置

国際共同⼤学院



ディシプリンを横断する⼤学院教育の全⾯展開 16

◯◯型

 すべての⼤学院教育プログラムを学位プログラムへ進化
 学位プログラム全体を管轄する組織として「東北⼤学⾼等⼤学院」を創設

◯◯型

改⾰以前

理学⽂学 ⼯学 農学

東北⼤学⾼等⼤学院研究科･専攻
改⾰後

国際共同型

学際研究型

産学共創型

国際･学際研究型

◯◯型

◯◯型

ディシプリン
ベース

学位プログラム

学位授与定員管理

…
博⼠課程
学⽣定員
を流動的
に運⽤

現在、定員管理や学位授与は
研究科単位で実施（硬直化の懸念）

ディシプリン
横断型

学位プログラム

学位授与定員管理

国際共同⼤学院プログラム 海外有⼒⼤学との強い連携のもと共同教育を実践することによりグローバルに活躍する⼈材を育成
リーディングプログラム 第⼀級の教員・学⽣を結集し、俯瞰⼒と独創⼒を備え広く産学官にわたり活躍するリーダーを育成
卓越⼤学院プログラム ⺠間企業等と連携し、社会にイノベーションをもたらす⾼度な「知のプロフェッショナル」を育成

「未来型医療創造」と「⼈⼯知能エレクトロニクス」が2019年度よりスタート
⽂科省事業「卓越⼤学院プログラム」、東北⼤学は採択件数全国１位（全国で15件採択）



卓越⼤学院︓「未来型医療創造」と「⼈⼯知能エレクトロニクス」 17

データ（Data)と技術（Technology）を駆使して
未来社会（Society) の新たな医療を切り拓く⼈材

⽂理融合・学際的教育
Data Science
コース
データに基づ
く⾼齢者の慢
性疾患に対す
る先鋭的な予
防・診断・治
療法の開発

Technology
コース
全⼈的に⽣活
をサポートす
るツールの開
発

Societyコース
⾼齢者の医
療・福祉の関
連経費を抑制
できる効率的
かつ包括的な
社会システム
の構築

⼯・情報・医・⻭医・⻭・薬・⽣命・情報 経済・⽂・医・⻭

データ医薬・⽣物科学・情報科学 ⼯学・医⼯学 ⼼理学・経済学・公衆衛⽣学

所属研究科

未来型医療創造

産学連携・社会連携を意識した
新たな産学協働による⼤学教育

実践⼒

⼈⼯知能エレクトロニクス

⼈⼯知能エレクトロニクスが
⽣み出す新技術・産業

ハードウェアを考慮した
⾰新的ソフトウェア

ハード・ソフトを考慮した
⾰新的アーキテクチャ

ソフトウェアを考慮した
⾰新的ハードウェア

⾃動運転

バイオインフォマティクス

ロボット

エネルギー・環境

天⽂宇宙

脳型計算機

スピントロニクス

量⼦アニーリング

⾃然⾔語処理

センサ

俯瞰⼒

⼈⼯知能
スピンデバイス

⼈⼯知能
データ科学

⼈⼯知能
プロセッサ

⽬指す⼈材像
⼈⼯知能エレクトロニクス

（AIE）

異分野技術を取り込み「継続的イノベーション」
を起こすことができる卓越した⼈材
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Vision 2 研究

世界三⼗傑⼤学にふさわしい総合研究⼤学として、
卓越した学術研究を通して知を創造するとともに、
新たな学問領域の開拓とイノベーション創出を⼒
強く推進します

主要施策数︓12



Vision２ 研究関係の実績 19

2018年度
科学研究費補助⾦

採択件数

第４位

全中区分数 90

科学研究費補助⾦
採択件数上位実績

⼈⽂社会系の中区分

研究論⽂に着⽬した
⽇本の⼤学ベンチマーキング

被引⽤数の国内⼤学ランキング

薬学･毒性学

第３位

物理学

第３位

神経科学･⾏動学

第３位

材料科学

第１位

地球科学

第２位

科学研究費補助⾦
採択件数上位実績
3位以内の中区分

※ ⽂部科学省「平成30年度科学研究費助成事業
の配分について」中区分別採択件数による順位

※ 科学技術･学術政策研究所（NISTEP）
「研究論⽂に着⽬した⽇本の⼤学ベン
チマーキング2015」より⼤学のみを
抜粋し、東北⼤学が上位３位以内に⼊
る分野を掲載

 ⽂学、⾔語学 第3位
 教育学 第3位
 思想、芸術 第6位
 社会学 第9位
 法学 第9位

 材料⼯学 第1位
 応⽤物理物性 第1位
 ⽣体の構造と機能 第1位
 ⼝腔科学 第1位
 原⼦⼒⼯学、地球資源⼯学、

エネルギー学 第2位
 物理化学、機能物性化学 第2位
 応⽤情報学 第2位

ほか全２１の中区分で3位以内
※ ⽂部科学省「平成30年度科学研究費助成事業

の配分について」中区分別採択件数による順位



⾼被引⽤論⽂著者2018年度版（クラリベイト・アナリティクス） 20

学術界に影響のある研究者（⾼被引⽤論⽂著者）の数
東北⼤学は、国内⼤学２位（11名）

（⽇本からは90名が選出）

BAUER WILHELM 学際領域

陳 明偉 材料科学

花⽥ 篤志 植物・動物学

本間 格 学際領域

⼤野 英男 学際領域

⿑藤 英治 物理学

佐藤 修正 植物・動物学

⾼橋 三郎 学際領域

瀧宮 和男 学際領域

⼭⼝ 信次郎 植物・動物学

⼭本 雅之 学際領域

世界トップレベル研究拠点メンバー

⼤学の⾼被引⽤論⽂著者の数
1位 東京⼤学 20⼈

2位 東北⼤学 11⼈
3位 京都⼤学 9⼈
4位 ⼤阪⼤学 7⼈
5位 名古屋⼤学 5⼈



東北⼤学が指定国⽴⼤学法⼈へ（2017年6⽉30⽇付） 21

世界から尊敬される三⼗傑⼤学を
⽬指してさまざまな変⾰を推進

材料分野、スピントロニクス、未来型医療、災害科学
という本学の強い分野を確実に伸ばし段階的に新分野
を育て参ります

アンダー・ワン・ルーフ型産学連携拠点の構築により
産業界からの投資の拡⼤や産学連携の⼀層の推進を
図って参ります

創造と変⾰を先導する⼤学として
東北⼤学が指定国⽴⼤学法⼈に

指定されました



世界トップレベル研究の推進 22

基盤領域 学術的成熟度 新興領域

⾼

領
域
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス

低

②スピントロニクス①材料科学

環境･地球科学

③未来型医療
（情報科学との融合研究）

機械科学

④災害科学

⽇本学

宇宙創成物理学

データ科学

 世界トップレベル研究拠点として4領域を選定し重点的に整備
 本学が強みを有するその他5領域を加えた9領域に国際研究クラスターを創設

 災害科学国際研究所の創設
 ⾃然災害の膨⼤なデータを

蓄積し世界の研究をリード

 東北メディカル･メガバンク機構
 世界有数の複合バイオバンク
 情報科学との融合研究を推進

本学が世界に先駆けて戦略的に創成すべき領域

すでに世界最⾼のポテンシャルを有する領域
 本学が伝統的に強い学術分野
 圧倒的な研究者層の厚み
 異分野との融合研究を展開

 磁性半導体やスピン流などの
基礎研究から応⽤研究まで

 世界のパイオニアとして認知



世界トップレベル研究の推進 23

世界のスピントロニクス研究を名実ともに先
導し、集積エレクトロニクスの未来を拓く国
内外産学連携を推進
 論⽂引⽤度および特許で世界トップの実績

未来型医療

スピントロニクス

災害科学
東北メディカル・メガバンク機構による世界
初の⼤規模3世代コホート調査と未来型医療
への貢献（15万⼈規模のバイオバンク）
 個別化医療、個別化予防の研究展開

材料科学

⼩⾕ 元⼦教授（材料科学⾼等研究所⻑） 平⼭ 祥郎教授（理学研究科）

⼭本 雅之教授（東北メディカル・メガバンク機構⻑） 今村 ⽂彦教授（災害科学国際研究所⻑）

AIMR、⾦属材料研究所、多元物質科学研究
所等を中⼼とした卓越した研究成果により
「材料科学」の主要分野で世界をリード
 世界最⼤規模の研究者群︓約400名体制

⽂理を融合させた新たな学際研究領域として、
「災害科学」を世界に先駆けて開拓するとと
もに、東⽇本⼤震災の経験を世界発信
 UNDPと災害統計グローバルセンター設置



「⾼等研究機構」を頂点とした横断的分野融合研究を戦略的に
推進するための三階層「研究イノベーションシステム」の構築 24

各部局における基盤研究
将来の基幹分野の種となる多様な研究活動を

構成員の⾃由な発想に基づいて推進

「⾼等研究機構」を頂点とした三階層「研究イノベーションシステム」の構築

多
様
性

戦
略
性

分野融合研究を通した新領域創成のた
めの多様な施策パッケージの創設
 国際研究クラスター（国際共同⼤学

院を併設し教育と両輪で国際連携）
 学際研究重点拠点
 社会にインパクトある研究など

世界トップレベル研究拠点の形成
本学が特に強みを有する４領域︓

①材料科学 ②スピントロニクス
③未来型医療 ④災害科学

若⼿研究者を
約200⼈規模

で配置

⽬的 ●横断的分野融合研究の推進 ●戦略的な研究拠点形成の加速

⾼等研究機構
世界最⾼の研究成果を創出する

世界トップレベル研究拠点を形成

分野融合研究アライアンス
専⾨領域の壁を超えた分野融合研究を推進

⾃由な発想に基づく優れた研究
を促す⽀援策および環境の整備



25

グローバルイノベーションキャンパス

卓越した研究のための場の創造



科学技術イノベーションのための⼤規模キャンパス整備 26
国⽴⼤学初の国費に依存しない⼤規模キャンパス整備
⾬宮キャンパスなどの売却収⼊（約260億円）により、⻘葉⼭新キャンパスの⼟地取得･造成
および⾬宮キャンパス移転にかかる全ての費⽤を負担

⻘葉⼭キャンパス

⾬宮キャンパス

⽚平キャンパス
川内キャンパス

⻘葉⼭新キャンパス

仙台駅

国際センター駅
仙台駅から5分

川内駅
仙台駅から6分

⻘葉⼭駅
仙台駅から9分

星陵キャンパス
（ライフサイエンス系）

地下鉄総事業費
2,300億円

キャンパス移転事業費
260億円【⾃⼰財源】



27

農学研究科

⻘葉⼭
コモンズ

理学研究科等

⼯学研究科等

次世代放射光施設に係る⽂科省発表（2018年7⽉3⽇）
 官⺠地域パートナーシップによる次世代放射光施設の推

進に関し、⼀般財団法⼈光科学イノベーションセンター
を代表機関とする、同財団、宮城県、仙台市、国⽴⼤学
法⼈東北⼤学、及び⼀般社団法⼈東北経済連合会をパー
トナーとして選定

 次世代放射光施設の整備・運⽤の主体である量⼦科学技
術研究開発機構とパートナーとの間で、同施設の整備・
運⽤に関する詳細を具体化するための検討・調整を開始

整備費⽤の概算総額:約360億円程度
（想定される国の分担:最⼤約200億円程度）

国際集積エレクトロニクス
研究開発センター(CIES)

災害科学国際研究所
環境科学研究科

サイエンスパーク
ゾーン

次世代放射光施設建設予定地
（2023年運⽤開始予定）

ユニバーシティ･ハウス 地下鉄⻘葉⼭駅

植物フィールド

グローバル
イノベーション

キャンパス
の創造

未
来
科
学
技
術

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー(

N
IC
H
e
)

東
北
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社(

T
H
V
P
)

株
式
会
社
東
北
テ
ク
ノ
ア
ー
チ

(
T
L
O
)

産
学
連
携
機
構

アンダーワンルーフ型
産学共創拠点の創設

（2018年10⽉運⽤開始）

産学共創
スクエア

地下鉄総事業費2,300億円

⻘葉⼭新キャンパス
81万m2

キャンパス移転事業費
260億円【⾃⼰財源】

次世代放射光施設を活⽤した科学技術イノベーション創⽣
アンダー・ワン・ルーフ型産学連携拠点の構築

全学集約



可視化でイノベーションを加速する次世代放射光施設 28

未氷結領域

Coutesy of Prof. Yeukuang Hwu
Institute of Physics, Academia Sinica

鮮明に⾒える

台湾TPS（3GeV）

次世代
放射光
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Vision 3 社会との共創（Co-Creation)

社会とともにある⼤学として、異なる価値観
を尊重し、社会を構成する多様なセクターと
のパートナーシップのもと、新たな社会価値
を創造し、未来を拓く変⾰を先導します

主要施策数︓21



Vision３ 産学共創関係の実績 30

⼤学発
ベンチャー企業数

第3位

⺠間企業との
共同研究費受⼊額

第4位

※出典
2017年度⼤学等における
産学連携等実施状況について（⽂部科学省）

※出典
特別企画︓⼤学発ベンチャー企業の実態調査
2018年2⽉23⽇㈱帝国データバンク

外国企業との
共同研究費受⼊額

第1位

中⼩企業との
共同研究実施件数

第３位



NiCHeを起点としたこれまでの産学連携の取組 31

臨床研究推進センター
（CRIETO）

国際集積エレクトロニクス
研究開発センター

（CIES）

株式会社東北テクノアーチ
（TTA）

国内初の承認TLO

未来科学技術
共同研究センター

（NiCHe）

産業界等との共同研究を
推進する事業化推進組織。
年間25-30億円の外部資
⾦受け⼊れ実績

ライフサイエンス系の研究開発
における実⽤化推進組織

レアメタル･グリーンイノベーション
研究開発センター（RaMGI）

省エネ社会に応える⾰新的な集
積エレクトロニクス技術の創出

連携ビジネスインキュベータ
（T-Biz）

⼤学連携型起業家育成施設
（インキュベーション施設）

マイクロシステム融合
研究開発センター

（μSIC）

集積化マイクロシステムの
産学官連携研究開発拠点
コインランドリ運営

⻄澤潤⼀
記念研究センター

未来情報産業研究館
（FFF）

新技術創出･事業化･新産業
創出といった正の連鎖体制
を具現化する21世紀型産
官学連携研究開発拠点

2012年4⽉設置 2012年10⽉設置 2014年1⽉設置

2007年7⽉竣⼯2001年11⽉竣⼯1998年12⽉承認1998年4⽉設置

産学連携先端材料
研究開発センター（MaSC）

2010年3⽉設置

レジリエント社会構築
イノベーションセンター

安⼼安全な社会のスマートな基盤
を構築するイノベーションの創出
共同者等︓東芝・倉元製作所、匠
ソリューションズ、仙台⾼専

2015年3⽉竣⼯
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オープンイノベーション戦略機構

2018年12⽉から活動開始



東北⼤学流オープンイノベーションの戦略的展開 33

材料・部材企業

プロセス装置企業

評価分析装置企業

テスト評価装置企業

分析サービス企業

デバイス企業

組み込み機器企業

情報通信企業

ソリューション企業

ソフトウエアー企業

川上から川下までの約20社による
イノベーションエコシステム形成

先進モデル
CIES

B-U-B型連携
2013年設置

⽶国半導体関連企業との連携
外国との共同研究費受⼊額 第1位

約30億円の先端研
究施設の⺠間寄附

B-U-B（Business-University-Business）型連携
⼤学を核として異分野の多企業が参画するイノベーションエコシステム形成型連携モデル

 スピントロニクス分野における国際集積エレクトロニクス研究開発センター（CIES）の実績
 この先進モデルをライフサイエンス分野、マテリアルサイエンス分野等へ戦略的に展開

「東北⼤学オープンイノベーション戦略機構」の創設
2018年12⽉より活動開始

国・⾃治体と連携した税制特区制度
 ⺠間投資促進特区（情報サービス関連産業）制

度による法⼈税の減免
 先端研究機器への固定資産税等相当額の助成

⼤学が⽣み出す世界トップレベルの研究
 世界に先駆けたスピントロニクスの開拓
 ⾰新的な不揮発メモリ素⼦の発明
 新たな超低消費電⼒化技術の開発

遠藤 哲郎教授



オープンイノベーション戦略機構の創設
2018年12⽉より活動開始 34

 総⻑直下に設置し、オープンイノベーションに係る予算・執⾏管理、資産管理、⼈事、共同
研究契約、機密保持契約、知的財産管理、利益相反マネジメント等の管理権限を機構に付与

 全学的な決定権を有するプロボストを機構⻑に配置、機動的なトップセールスを実現
 ⺠間からプロフェッショナル⼈材（クリエイティブ・マネージャー）を採⽤し、

⾃⽴的・⼀体的で迅速な意思決定による経営と先駆的な取り組みが可能な体制を確⽴

総⻑

本
部
事
務
機
構

附
属
図
書
館

病

院

学

部

(10)

専
⾨
職
⼤
学
院

(3)

附
置
研
究
所

(6)

機

構

⼤
学
院

(15)
(9)

産
学
連

携
機
構

オ̶

プ
ン
イ
ノ
ベ̶

シ
ョ
ン
戦
略
機
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(15)

知財・法務
クリエイティブ・

マネージャー

財務
クリエイティブ・

マネージャー

⼈事・⼈材育成
クリエイティブ・

マネージャー

薬事
クリエイティブ・

マネージャー

インキュベーション
クリエイティブ・

マネージャー

機構⻑（プロボスト）

統括クリエイティブ・マネージャー

ライフ分野（⼆の⽮）
• 医薬品開発プロジェクト
• 医療機器開発プロジェクト
• ライフスタイル共創技術プ

ロジェクト

マテリアル分野（三の⽮）
• 電極配線材料イノベーション

プロジェクト
• 先進鉄鋼材料・プロセス研究

開発プロジェクト



東北⼤学オープンイノベーション戦略機構の創設
⼀の⽮（スピン）→ ⼆の⽮（ライフ）→ 三の⽮（マテリアル） 35

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

マテリアルサイエンス分野

OPERA開始

外部資⾦のみで約15億円/年
を確保し⾃⽴経営

以上のほか、量⼦コンピューティング、⼈⼯知能（AI）などの分野、
さらには、次世代放射光施設を活⽤した戦略的オープンイノベーションを展開

ライフサイエンス分野

研究棟竣⼯

スピントロニクス分野 〜 国際集積エレクトロニクス研究開発センター（CIES）

AIハードウェアR&D開始

2018年9⽉「オープンイノベーション機構の
整備事業（⽂科省）」採択、12⽉より活動開始

⺠間企業（ JX⾦属株式会社）の寄附による
研究棟整備「⾰新材料創成センター（仮）」

2018年9⽉︓JX⾦属株式会社と協定締結
2019年4⽉︓JX⾦属株式会社と共同研究を開始

2018年5⽉以降︓ アステラス製薬（株）、第⼀三共（株）、フィリップス（株）など
20社以上と順次連携・協定締結

2018年10⽉以降︓上記⼤⼿製薬企業など5社と共同研究を開始

⼤学全体の産学連携収⼊を５倍規模（１６５億円規模）に拡⼤（２０３０年⽬標）



急成⻑するライフサイエンス分野 36

 世界初の７万⼈規模の三世代コホート調査
 ⽇本最⼤の15万⼈規模の住⺠コホート調査
 世界でも有数の複合バイオバンクを構築
 未来型医療の最先端研究の推進へ

ライフサイエンス分野は⺠間共同研究費が年率28%で急伸⻑し、ナノテク材料科学分野（全
学の3割）に匹敵する分野に成⻑。ライフサイエンス分野におけるオープンイノベーション
拠点を創造し、国内最⼤級のアンダーワンルーフ開発体制を確⽴する。

 80万⼈の臨床データを
保有する臨床研究中核病院

 国内最⼤規模の病床数
 未来型医療の臨床応⽤へ

薬学･医⼯学･⼯学研究科等の
サテライト研究室や、製薬企業
等の研究拠点を誘致するための
施設整備を実施

オープンイノベーション
戦略機構の創設

⻭学研究科加齢医学研究所

医学系研究科

 我が国最⼤規模の橋渡し研究拠点（140⼈体制）
 国内唯⼀の医療機器開発のオープンイノベー

ションを推進
 低分⼦医薬品からバイオ医薬品までの幅広い

R&D、産学連携を推進
 クリニカルイマージョンの実践
 未来型医療の社会実装へ

2018年12⽉活動開始

国⽴⼤学で唯⼀、
加齢医学研究を標榜
する附置研究所

スマートエイジング
国際共同研究センター

東北⼤学病院

⼤学病院臨床研究推進
センター(CRIETO)

東北メディカル･
メガバンク機構



東北⼤学医薬品開発オープンイノベーション・プラットフォーム
（東北⼤学メディシナルハブ） 37

CROs

製薬企業

ヘルステック
企業

ベンチャー

VC ⾏政

IT/デジタル
その他の企業海外企業

社会実装へ「組織」対「組織」の連携による⼤型の共同研究の推進
→ イノベーション創出

東北大学を「核」とした企業間連携を可能とする
革新的なオープンイノベーションのしくみを創設

東北⼤学メディシナルハブ
医学部5号館2階に整備



ＡＩによる医療現場からのイノベーション創出（検討中） 38

ＡＩイノベーション・ホスピタルへ

病院ビッグデータ、臨床現場の知⾒やノウハウ
⼤学病院

インハウスＡＩ部⾨ 「学習⼯場」
 事業企画、コンサルテーション
 データマネジメント（保存、更新、保護、突合、

クレンジング、アノテーションなど）
 学習済みモデルなどの成果創出
 契約・知財管理、ほかバックオフィス業務

⺠間企業・外部機関ほか
オープンイノベーション・事業展開

企画・相談
プロジェクト参画 成果 対価

ベンチャー創出
⼈材輩出

医療と経営の⾼
度化



⾰新材料創成センターの創設 39

 ⾰新材料創成センターを企業拠出（⼗数億円）により2020年7⽉に設置予定
 多様化する製品群、半導体・電⼦部品のニーズに応える材料開発
 ⼤⼿サプライチェーン企業群とともに、⼤学発ベンチャーが⼊居し共同開発

クラウドサーバー

⾃動運転

IoTデバイス

通信 管理

保安健康

製造

移動 輸送

3D

第⼀弾 電極・配線材料イノベーションプロジェクト
「ポスト・ムーア時代のスーパーインターコネクト」

材料メーカー

素材メーカー

装置メーカー

部品メーカー

製品メーカー
（電気⾃動⾞、
LED、半導体デ
バイス）

材料創成と
⾰新プロセス

による
課題解決⼤学発ベンチャー

完成イメージ（2020年度予定）



巨⼤情報量そして量⼦コンピューティングへ 40

AIMR

巨⼤情報量への対応が社会的課題
ビヨンドビッグデータ技術の開拓

量⼦コンピューティングの新時代を
拓く若⼿⼈材の育成

• 量⼦アニーリングマシンのソフトウェ
ア実践科学（東北⼤学は、同分野にお
いて、世界的に最もアクティビティの
⾼い⼤学の⼀つ）

• 東北⼤学Ｑ＋ＨＰＣデータ駆動型科学
技術創成拠点⻑に⼤関准教授を任命

• 東京⼯業⼤学と連携したコンソーシア
ム型の⼤型産学連携

東北⼤学 ヨッタインフォマティクス研究センター

情報量の推移（予測）

⼤関真之准教授



41

地域課題の解決

課題先進地域における
イノベーションの加速



ＩＩＳ（情報知能システム）研究センターの挑戦
ＡＩは地域の労働⼒不⾜を解消できるか︖ 42

事例１︓カツオの⾃動選別機

事例４︓画像AIを活⽤した⾃動判定 事例６︓外観検査⽤産業⽤ロボット

超⾳波エコー画像を⽤いた⿂の雌雄判定
⽔産加⼯への画像処理技術とロボット処
理適⽤

気仙沼⿂市場の課題解決（⽔揚げの近代
化、⾼齢化・担い⼿不⾜）

外観検査⽤産業⽤ロボットを⾼度化する
画像処理組込みソフトウェアの開発

分光イメージングによる糖度判定

IIS研究センターの7年間の活動成果︓
67件のプロジェクト形成、26億円超の競争的資⾦獲得、27億円の市内企業新規売上、
103名の市内企業新規雇⽤、8企業誘致

事例３︓ホタテの⾃動ウロ取り機

取引価格の異なるサバ種の⾃動選別装置

事例２︓⿂の雌雄判別機

事例５︓農業分野での実証

国内

5位

世界

90位

Nature Index 2018 
Top 200 science cities

仙台市からの
⽀援の拡⼤



地域イノベーションを駆動する⼈材育成 43

地域イノベーションプロデューサー塾 (RIPS)
 地域企業の経営⼈材を対象に、⾰新的なイノベーションによる新事業の開発を促進し、地域

における新たな雇⽤機会の創出と産業振興に貢献できる⾰新的プロデューサーを育成

地域イノベーションアドバイザー塾 (RIAS)
 地域企業の経営者の⽬線で事業⾰新を⽀援するパートナーとなるため、企業経営と事業⾰新

に関する体系的な知識や⽀援に必要な実践的なスキルなどを学習する機会を提供

RIAS卒塾⽣
2015年度 25名
2016年度 32名
2017年度 28名
2018年度 27名
4期で112名が卒塾

RIPS卒塾⽣
2012年度 11名 2016年度 41名
2013年度 35名 2017年度 33名
2014年度 29名 2018年度 30名
2015年度 26名

7期で205名が卒塾
藤本 雅彦 教授
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東北⼤学発ベンチャーの創出

2030年までに100社創出



東北⼤学発ベンチャーの創出 45

ビジネスインキュベーション
プログラム（BIP）

これまでに34件を⽀援
（①ギャップファンド、②マッチングファンド）
 ①500万円︓9件
 ②3,000〜6,000万円︓25件

34件中、9社が起業へ

ギャップファンド
マッチングファンド

アントレプレナーシップの育成

東北⼤学ベンチャーパートナーズ

第⼀号ファンド2015年8⽉組成
（96.8億円、10年）
これまでに、17社に36億円投資

第⼆号ファンド（準備中）

2015年2⽉設⽴

TOHOKU University 
Venture Partners 
Co., Ltd.

国⽴⼤学に対する出資事業（⽂部科学省）

EARTH on EDGE

次世代アントレプレナー育成事業、⽂部科学省

東北⼤学スタートアップガレージ（アントレプレナー育成拠点）
東北⼤学に起業⽂化を醸成し、2030年までに東北⼤学ベンチャーを100社に︕︕

2013年から開始

地⽅創⽣・地域復興・⽇本新⽣を
考え、起業⾏動を起こす⼈材育成

OBOG・アドバイザー陣が
協⼒バックアップ

コミュニティスペースを常設
起業を志す仲間と交流

起業塾
ピッチイベント

VC・⾦融機関と連携し
資⾦調達を⽀援

⼤学シーズと企業との
マッチングを⽀援

メンターが起業相談や
⽴ち上げを全⼒サポート

事業性検証を⽀援 東北⼤学発ベンチャーへの投資

起業

2017年8⽉採択



BIPによる事業性検証⽀援 46
これまでに3４件（重点9件、育成25件）を⽀援、うち9件が起業

■2018年度実施案件（13件）
所属部局・実施代表者 実施課題

⼯学研究科
⾦森 義明 准教授 メタマテリアル技術をベースとした光・熱複合制御材の開発と事業性検証

情報科学研究科
⼭⼝ 明彦 助教 視覚と触覚を合わせ持つロボット⽤⾰新的センサのプロトタイプ開発と事業性検証

東北アジア研究センター
佐藤 源之 教授 ⼈道的地雷除去⽤センサの社会実装に向けたシステム開発と事業性検証

マイクロシステム融合研究開発センター
室⼭ 真徳 准教授 ロボット⽤触覚センサモジュール・システムの技術開発と事業性検証

情報科学研究科
多⽥隈 建⼆郎 准教授 多種多様な対象物の把持を可能とするロボットハンドの新機構の開発と事業性検証

⼯学研究科
早坂 洋平 産学官連携研究員

インフラ維持管理の本格化に向けた AIを活⽤した画像処理技術によるによるひび割れ検出システム
の開発と事業性検証

薬学研究科
森⼝ 茂樹 講師 アルツハイマー病中核・周辺症状の改善効果を有する治療薬の開発と事業化企画

医学系研究科
⽥中 由佳⾥ 助教 ⽇常⽣活中の⽣理学的計測システムの開発と事業性の検証

教育情報基盤センター
酒井 正夫 准教授

セキュアクラウドストレージおよび実⽤的スマートコントラクト事業のための知的財産の強化と事
業性の検証

材料科学⾼等研究所
藪 浩 准教授 超⾼性能炭素触媒事業⽴ち上げのための事業化検討

⼯学研究科
荒⽊ 俊⾏ 学術研究員

超低電⼒画像表⽰を可能とするフロントライ式反射型液晶 ディスプレイに向けた光路変換プリズム
シートの開発と設計・ライセンス事業の事業化企画

環境科学研究所
井上 久美 特任准教授

電気化学エンドトキシンセンサ技術をベースとするエンドトキシン測定装置事業⽴上げのための事
業化企画およびプロトタイプ製作による事業化検証

農学研究科
七⾕ 圭 助教 物質⽣産効率化に資する排出輸送体探索基盤技術の開発



多種多様な対象物の把持を可能とするロボットハンド
の新機構の開発と事業性検証 47
「ドラえもんの⼿」を実現（多⽥隈 建⼆郎 准教授）

形状は丸っこいのに⾊々なモノがつかめる世界初の柔軟ロボットハンド

第8回 ロボット⼤賞「国⼟交通⼤⾂賞」と「⽂部科学⼤⾂賞」



東北⼤学発ベンチャーへの投資 48
⽂部科学省「官⺠イノベーションプログラム」により、2015年2⽉、東北⼤学ベンチャーパート
ナーズ(株)を設⽴。同年8⽉、THVP-１号ファンドを組成。これまで17社に36億円を投資。

（2019.2.20現在）

THVP-1号ファンド
（投資事業有限責任組合）

2015年8⽉31⽇組成
総出資約束⾦額
96億8000万円
存続期間︓10年

東北⼤学
(LP出資70憶円)

⾦融機関８社
(LP出資26憶円)

東北⼤学
ﾍﾞﾝﾁｬｰﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ

メガバンク
地銀他

東北⼤学発
ベンチャー

(東北⼤学の研究成果
を活⽤し事業化しよう

とする株式会社)

出資
投資

LP(有限責任組合員)

GP(無限責任組合員)

出
資 IPO

or
M&A等

EXIT

投資資⾦回収

分配

報
酬

THVP-1号ファンド概要

100%

THVP-1号ファンド投資先 業種別のシェア

東北⼤学の強みである素材・材料、エレキ・デバイス等
ものづくり企業はもとより、医療・バイオ、情報通信・
サービス等、多様な業種の東北⼤学発ベンチャーに投資。



新たな事業化⽀援（新ファンドによる投資）へ 49

 産業競争⼒強化法改正を踏まえ、新ファンドでは、事業化⽀援の対象を東北地⽅等の国⽴⼤
学へ拡⼤したい（＊法改正により、⺠間出資⾦の範囲内で各国⽴⼤学への出資が可能）

 新ファンドへの出資は、東北⼤学及び１号ファンド出資⾦融機関のほか、東北地⽅の地域⾦
融機関等、インフラ系等の事業会社等に参加いただくことを検討

 新ファンドについては、第1号ファンドの進捗状況（新規投資完了）を⾒込み、2019年度中
に国への⼿続きを経て、組成する⽅向で検討中

北海道・新潟・北関東

東北6県(宮城以外)

宮城

新ファンド構想の特徴

東北地⽅及び周辺のグローバル的成⻑と社会経済動向を
⾒据えた「新産業創出」のための事業化⽀援を⽬的

対象エリアについては、東北６県を中⼼として、北海道、
新潟、北関東等も検討

対象エリアの国⽴⼤学独⾃の事業化⽀援を実施

１

２

３

対象エリアの拡⼤に向け、早期に各⼤学との関係構築とともに、東北地⽅の経済団体、地⽅公共団体、
産業⽀援機関、経済産業局等と連携しつつ、事業化⽀援の枠組みの構築を⽬指す。



東北⼤学発ベンチャーへの投資実績① 50

■投資先企業



東北⼤学発ベンチャーへの投資実績② 51

■投資先企業

以上 17社（2019年2⽉20⽇現在）
東北⼤学ベンチャーパートナーズ株式会社のHP（https://thvp.co.jp/）に投資先企業の情報がありますのでご参照ください。



東北⼤学発ベンチャーへの投資実績③ 例︓RTi-cast 52

代表発起⼈・CTO︓
越村 俊⼀教授

RTi-castは、東北⼤学と企業による産学連携研究の成果と減災への思
いから⽣まれた⼤学発ベンチャー企業

事業内容
 リアルタイム津波浸⽔・被害推定のシステムおよびデータの

構築・整備・運⽤・更新
 同システム等を⽤いた予測情報、計算結果の提供

実績
 内閣府津波浸⽔被害推計システムの運⽤業務の受注

リアルタイム津波浸⽔ ・
被害予測の出⼒結果例
上段左から : 
津波到達時間、浸⽔開始時
間、津波波形
下段左から :
津波浸⽔深、浸⽔域内⼈⼝、
建物被害分布

第 1 回⽇本オープンイノベーション⼤賞「総務⼤⾂賞」



東北⼤学スタートアップガレージ（TUSG） 53

2030年までに東北⼤発ベンチャーを100社に︕︕

私たちは2030年までに100社の起業家を輩出し
世界に⾰新を起こすことを⽬指します︕

「東北⼤学スタートアップガレージ」（TUSG）は
起業家を⽬指す挑戦者のコミュニケーションベースであり
イノベーションの拠点です

私達は、既存の枠を超えた活動拠点をここ東北・仙台に設け
東北⼤学が持つ優れたテクノロジーと起業家精神を結集し
世界に⾰新を起こすベンチャーを創造します

OBOG・アドバイザー陣が
協⼒バックアップ

コミュニティスペースを常設
起業を志す仲間と交流

起業塾
ピッチイベント

VC・⾦融機関と連携し
資⾦調達を⽀援

⼤学シーズと企業との
マッチングを⽀援

メンターが起業相談や
⽴ち上げを全⼒サポート
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震災復興からSDGsへ

社会にインパクトある研究を
全学的に推進



「東北⼤学版SDGs活動」の推進・発展により、
持続可能な⼈類社会の創造に貢献

震災復興から、東北⼤学版SDGsの展開へ 55

2011.4
災害復興新⽣研究機構設置

 ８つの⼤型プロジェクトを推進
 「東北⼤学復興アクション100＋」を推進

2015.7
「社会にインパクトある研究」開始
７つの重点テーマ（A〜G）を設定
全学体制で30プロジェクトを推進

2015

2017

2030

2017.6
「指定国⽴⼤学法⼈」に指定
重要な社会課題の解決を⽬的とした

分野横断・学際研究を展開
→ 社会にインパクトある研究

復興・新⽣に向けた重点研究を推進
→ 東北⼤学復興アクション

東北⼤学版SDGs活動

社会にインパクトある研究の全学的推進
A) 持続可能環境の実現（５）
B) 健康⻑寿社会の実現（５）
C) 安全安⼼の実現（４）
D) 世界から敬愛される国づくり（５）
E) しなやかで⼼豊かな未来創造（４）
F) ⽣命と宇宙が拓く交換する未来へ（２）
G) 社会の枢要に資する⼤学（５）

※（ ）はプロジェクト数、全30プロジェクト

再⽣可能エネルギー

省エネ技術

森林保護

伝染病対策

海洋資源保護

ダイバーシティ

⼦供の教育

貧困・環境汚染・紛争対応

地球環境変動への対策

その他、多様な分野

2011
2011.3.11

東⽇本⼤震災発⽣

東北⼤学の教育研究基盤
社会に貢献する多様な分野

2017.11 東北⼤学
「第１回世界防災フォーラム」

への参画2015.9 国連
持続可能な開発⽬標SDGs

（Sustainable Development Goals)
17の⽬標を採択

2015.3 東北⼤学
第３回国連世界防災会議の開催

仙台防災枠組を採択

2011.11 東北⼤学
「国連アカデミック・
インパクト」へ参加

原則9「持続可能性の
推進」⽀持を表明

原点

発展

第1版︓2012.5
第2版︓2012.10
第3版︓2013.6
第4版︓2014.7
第5版︓2015.3
第6版︓2016.7
第7版︓2017.12



震災復興から、東北⼤学版SDGsの展開へ 56

 2019年11⽉9⽇〜12⽇にかけて、仙台
で開催することを正式決定

（2018年11⽉25⽇付公式発表）
 「仙台防災枠組 2015-2030」による防

災戦略などを協議

第2回世界防災フォーラム（WBF）

仙台で開催する第２回ＷＢＦの成功を期し、握⼿
する（左から）今村教授、アマン代表、⼩野教授

東北⼤学SDGｓシンポジウム
 2018年12⽉21⽇（⾦）に、仙台で開催
 SDGsの達成に向けて、⽇本として、政府と

して、あるいは⼤学、地域、企業、市⺠とし
て何ができるか、とりわけ、災害の経験も踏
まえ、世界にどのような発信ができるか、そ
れぞれの⽴場から議論

河野太郎外務⼤⾂をはじめ、産学官地域のそれぞ
れの⽴場から熱い議論を展開
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Vision 4 経営⾰新

卓越した教育研究を基盤として社会とともに
成⻑する好循環の確⽴のため、⼤学経営を⾰
新します

主要施策数︓21



⼤学経営⼒強化のためのガバナンス改⾰ 58

総⻑選考⽅式
• 学内選挙を廃⽌
• 学外の有識者も
含めた総⻑選考会議
による決定

全学機構改⾰
• 40組織を9機構に再
編･統合

• 世界トップレベル研
究拠点4領域に学内リ
ソースを重点結集

理事･部局⻑の
評価

達成⽬標を明⽰した
評価の導⼊
（勤勉⼿当に反映）

教員ポストの
再配置

総⻑のリーダシップ
による部局間の異動
を実施

東北⼤学版プロボストを設置（2018年4⽉設置）
全学的な教学における重点施策や戦略的教員⼈事に関する⼀定の予算配分権及び執⾏権を付与

⾃⼰収⼊強化による総⻑裁量経費財源の拡⼤
間接経費の増加などを通じて総⻑裁量経費の拡⼤（120億円︓2倍）を⽬指す

総⻑裁量経費
• 国⽴⼤学最⼤規模
（2018年︓65億円）

• 東北⼤学ビジョン
2030の進展に資する
施策への重点投資

現状

2030年に向けて

• 戦略的な産学連携による⺠間
共同研究費収⼊の拡⼤

• OI戦略機構の設置

年間165億円︓5倍

• 寄附⾦収⼊の拡⼤
• ファンドレイジングオフィス

の充実・強化

年間120億円︓3倍

• 保有資産（現⾦･不動産･研究
⽤機器）の優位性を活⽤した
資産運⽤等収⼊の拡⼤

年間20億円︓10倍



総⻑・プロボスト室が主導する⼤学改⾰ 59

理事・副学⻑の所掌に横串を刺しつつ８つの抜本的な改⾰を推進

理事・副学⻑の業務執⾏
ラインと密接に連携

部局の諸活動と密接に連携

WG2
評価分析の体系化

WG3
戦略的な⼈事の展開

WG4
教員と職員の⾼度な連携

WG5
戦略的ファンドレイジング

WG6
ライフ系研究⼒の強化

WG7
エクステンション教育の

戦略的展開

WG8
デジタル⾰新の戦略的展開

WG1
国際プレゼンスの抜本的向上

トップマネジメント
により改⾰を推進



世界から尊敬される三⼗傑⼤学へ向けて 60

Nature Index 2018 

The Worldʻs Most Innovative 
Universities 2018 

Nature Index 2018 
Top 200 science cities

国内

5位

世界

90位

国内

4位

世界

36位

国内

4位

世界

57位

QS世界⼤学ランキング
QS World University Rankings 2018‐2019

国内

5位

世界

77位

THE世界⼤学ランキング
The Times Higher Education World University Rankings 2018‐2019

国内

3位

世界

251-300位

QS World University Rankings by Subject (published 2019)
Engineering ‐ Mechanical #38 Physics & Astronomy #41
Materials Science  #43 Natural Sciences #46
Engineering & Technology #68 Engineering ‐ Chemical #51‐100
Anatomy & Physiology #51‐100 Chemistry #51‐100



全国七⼤学総合体育⼤会における学⽣たちの活躍 61

本学史上初の3連覇（2013〜2015）に続き、
2連覇を達成（2017および2018）

本学の総合優勝回数14回（主管校破り6回）

2019年度 第58回⼤会は九州⼤学が主管校

第58回九州⼤会
公式マスコット Qボー

第54回仙台⼤会
公式マスコット 宗タン

男⼦ラクロス部 フェンシング部

軟式庭球部

⼸道部



最先端の創造、⼤変⾰への挑戦 62

東北⼤学は、創造と変⾰を先導
する⼤学として、ここに掲げる
取組を確実に実⾏することによ
り教育・研究・社会との共創の
好循環を実現し、未来へ向けた
社会変⾰を⼒強く先導します
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ありがとうございました


